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風杯型風速発信器取扱説明書 

 

 

本器は、昔から最も一般に広く使用されている風速発信器で、故障が少なく垂直

方向では±20°以内のあらゆる水平方向に対して安定した回転特性を持っていま

す。 

 

 

◎仕  様 

 １．風速検出部    風杯交流発電機（無鉄芯） 

   

 ２．起動風速     2 m/s 未満 

 

 ３．耐 風 速         90 m/s 

 

 ４．出  力     60 m/s にて AC30V±1V 

                        出力インピーダンス約 500Ω 

 

 

◎発信器の設置 

１．発信器は振動や腐蝕性ガスの無い場所に設置して下さい。振動や腐蝕性ガ 

  スの有るところ及び、海水の波しぶきがかかる場所では寿命が短くなりま 

  す。また、強い振動は故障の原因になります。やむを得ない場合において 

  も出来るだけ振動の少ない場所に設置し、防振ゴム等を使用して下さい。 

 

２．雷による故障を最小にする為に避雷針を設けると安心ですが、これでも完 

  全に保護できない場合があります。 

 

３．付近の構造物や樹木などの影響を受けない、できるだけ開けた場所を選ん 

  で下さい。 

 

４．支柱などを建て、その最上部に発信器のフランジとボルト穴の会うフラン 

  ジを設け、これと 10mm のボルト・ナット（SUS 又は黄銅）4 個にて固定し 

  ます。 
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５．屋上に設置する場合は、乱流を避ける為、できるだけ中央に近く障害物の 

  影響を受けない場所に支柱を建て、屋上面より 2m 以上高くして下さい。 

  屋上に広告塔などがあって影響を受ける場合は、これらの障害物より高く 

  して下さい。 

  屋上の縁近くに設置する場合は、吹きあがる風が影響をおよぼす為、支柱 

  の高さを 3～5m にして下さい。 

 

 

◎結  線 

１．発信器のフランジ側面より 1m 近くコードが出ています。この線に他のコー 

  ドを接続し雨水が入らない様にテーピングを行って下さい。又は、8φ以下 

  のコードであれば既に付いているコードを外し、底蓋内の端子台（M3 ねじ） 

  に接続できます。 

 

 ２．線が長くなる場合（50m 以上）や送信アンテナの近くを通るなど誘導を受 

   ける恐れのある場合にはシールド線を使用しシールドの片側を接地（E3） 

   して下さい。 

 

 ３．強電回路や大電流回路からは、充分に離して配線して下さい。 

 

 ４．発信器内には小形の避雷器が入っていますが、線が長くなると（200m 以上） 

   雷の多い場所では、地中配線にするか外部に避雷管を取付ける必要があり 

   ます。 

 

 

◎保  守 

 本器は、長期間注油せずに使用できますが年に一度以上、次の点検を行って下

さい。 

 １．風が弱い時（2m/s 前後）、風杯がスムーズに動いているか見て下さい。 

 

 ２．または無風時に手で回し、停止するまで観察して重いような場合は注油す

るかボールベアリングを交換する必要があります。注油またはボールベア

リングを交換しなければならない場合は当社まで御連絡下さい。 
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 ３．受信器側には、たいがい小容量の避雷器が入っていますが、容量を越える

サージ電力により破損し、内部回路までも故障する場合があります。 

   また、強いサージ電力ではセンサー内部も出力の低下や故障が発生する場

合があります。 

 

 ４．劣化による風速指示の低下等は、なかなかわかりませんが日頃、風杯の回

転速度や身体に感ずる風圧等と指示計の値を覚えておくと故障を早く発見

できます。 

 

 

◎故障の調査と処置 

 下記の調査を行い、修理不能の場合は当社まで御連絡下さい。 

 １．風杯が回っているのに受信器側が０表示の場合。 

  1)発信器からのコードをテスターで当ります。 

   ・AC10～50V レンジにします。 

   ・2 本の線をテスターで当り風杯が回っている時、針が振れれば良。針が

動かなければ、コード接続部の断線か、発電機内部の断線です。 

 

 ２．風が強いのに出力が低い場合。 

  1)ベアリングの錆、その他の理由で風杯の回転が悪い。 

   ・無風時に手で回し止まるまで見ます。急に止まる場合は、ベアリングの

錆等、考えられます。 

    2)接続部の接触不良。 

   ・コード接続部を調べて下さい。 

    3)発電機の出力低下。 

   この故障はほとんどありませんが雷等が、落ちた場合に生じる事がありま 

す。 

 

 

 

◎添附図面 

８００－０９７ 

８６０－０２９ 

 ００００２（風杯－回転特性表） 
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